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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年11月期第３四半期の連結業績（平成22年12月1日～平成23年8月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年11月期第３四半期 7,634 △0.3 108 49.5 57 164.0 82 △43.5

22年11月期第３四半期 7,656 △2.1 72 ― 21 ― 145 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年11月期第３四半期 4 82 ―

22年11月期第３四半期 8 53 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年11月期第３四半期 9,874 3,490 35.2 204. 06

22年11月期 9,677 3,438 35.4 201. 03

(参考) 自己資本 23年11月期第３四半期 3,477百万円 22年11月期 3,426百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年11月期 ― ― ― 0. 00 0. 00

23年11月期 ― ― ―

23年11月期(予想) 0. 00 0. 00

3. 平成23年11月期の連結業績予想（平成22年12月1日～平成23年11月30日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,620 6.7 170 81.5 100 394.1 130 8.7 7 63
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(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半

期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了してお

ります。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ―社 (            )、除外  ―社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年11月期3Ｑ 18,571,139株 22年11月期 18,571,139株

② 期末自己株式数 23年11月期3Ｑ 1,529,271株 22年11月期 1,528,831株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年11月期3Ｑ 17,041,912株 22年11月期3Ｑ 17,043,008株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災か

らの復旧、復興事業が緒について、生産や輸出に緩やかな回復傾向が見られるものの、米国経済の

回復の遅れや欧州における金融不安等による円高の進行などにより、雇用、所得環境が依然好転せ

ず、景気の先行きは厳しい状況となっております。 

 このような経済状況のもと、当社グループはオフィス市場の需要の低迷に対処して病院、高齢者

施設等への積極的な受注活動を行いました。また、当社主力工場である津工場（三重県）での変

種・変量生産体制の優位性を生かし、市場開拓を推進するとともに、直間比率の改善、固定費の見

直し等に取り組んでまいりました。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は7,634百万円（前年同四半期比0.3％減）、

営業利益は108百万円（前年同四半期比49.5％増）、経常利益は57百万円（前年同四半期比164.0％

増）となり、特別利益として投資有価証券売却益51百万円、特別損失として資産除去債務会計基準

の適用に伴う影響額9百万円等を計上し、四半期純利益は82百万円（前年同四半期比43.5％減）と

なりました。 

  
   セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。  

（家具関連） 

 前連結会計年度に引き続きオフィス市場は低調で厳しい環境下にありました。全体的に引合物件

数の減少により、総需要が大幅に減退し、価格競争も激化しましたが、外資系企業等へのソリュー

ション営業、学校教育施設、病院ヘルスケア関連施設、各種研究施設等の市場開拓に積極的に取り

組みました。 

 その結果、家具関連の売上高は5,372百万円、営業利益は227百万円となりました。 

（建築付帯設備機器） 

 前連結会計年度に投入した懸垂式引戸「アキュドア・ユニット」新シリーズによる快適な病院環

境づくりの提案が高い評価を受け、大型物件の受注が堅調に推移しました。病室・療養室向け医療

ガス配管ユニット「メディウォード・ユニット」につきましても受注活動が活発化しております。

また、病院向けクリーン機器の開発や医薬品研究施設向けクリーン機器等への受注拡大に積極的に

取り組みました。 

 その結果、建築付帯設備機器の売上高は2,262百万円、営業利益は47百万円となりました。 
  

 ①資産、負債、純資産の状況について 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末の資産は9,874百万円となり、前連結会計年度末に比べて196百万円

増加いたしました。この主な要因は現金及び預金が647百万円増加し、受取手形及び売掛金が143百

万円、たな卸資産が83百万円、有形固定資産が115百万円及び投資有価証券が104百万円それぞれ減

少したこと等によるものであります。 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末の負債は6,384百万円となり、前連結会計年度末に比べて144百万円

増加いたしました。この主な要因は長・短期借入金が576百万円増加し、支払手形及び買掛金が304

百万円減少したこと等によるものであります。 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は3,490百万円となり、前連結会計年度末に比べて52百万

円増加いたしました。この主な要因は利益剰余金が82百万円増加し、その他有価証券評価差額金が

26百万円減少したこと等によるものであります。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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 ②キャッシュ・フローの状況について 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業

活動による資金の増加26百万円、投資活動による資金の増加69百万円、財務活動による資金の増加

552百万円となったこと等により、前連結会計年度末に比べ、648百万円増加し1,268百万円となり

ました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益98百万円、減価償却費157百

万円、売上債権の減少額132百万円及びたな卸資産の減少額83百万円等による資金増加要因と仕入

債務の減少額295百万円等による資金減少要因の結果、26百万円の資金増加（前年同四半期は333百

万円の増加）となりました。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入112百万円等による資金

増加要因と有形固定資産の取得による支出20百万円等による資金減少要因の結果、69百万円の資金

増加（前年同四半期は27百万円の減少）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れによる収入（純額）104百万円及び長期借入

れによる収入（純額）472百万円等による資金増加要因の結果、552百万円の資金増加（前年同四半

期は306百万円の減少）となりました。 
  

平成23年11月期通期の業績予想については、東日本大震災による当業界及び当社業績に及ぼす影

響は先行き不透明ではありますが、平成23年１月14日に公表した業績予想を達成すべく全社グルー

プの総力を挙げて努力してまいります。従いまして、業績予想の変更はありません。 

なお、業績に重大な影響が見込まれる場合には速やかに開示いたします。 

  

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①簡便な会計処理 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

  

①会計処理の原則・手続の変更 

(「資産除去債務に関する会計基準」等の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。 

 なお、資産除去債務の負債計上及び対応する除去費用の資産計上に代えて、賃借契約に関連する敷金

の回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち当第３四半期連結累計期間

の負担に属する金額を費用に計上する方法によっております。 

 これにより、営業利益及び経常利益がそれぞれ860千円減少し、税金等調整前四半期純利益は10,177

千円減少しております。 

  

（「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用） 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10

日）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３

月10日）を適用しております。 

 なお、これによる損益に与える影響はありません。 

  

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,283,984 636,979

受取手形及び売掛金 1,353,663 1,497,446

商品及び製品 622,875 644,456

仕掛品 811,390 875,448

原材料及び貯蔵品 207,120 204,682

その他 64,142 73,454

貸倒引当金 △5,969 △1,249

流動資産合計 4,337,208 3,931,219

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,935,290 2,047,541

土地 2,375,281 2,375,281

その他（純額） 159,292 162,255

有形固定資産合計 4,469,864 4,585,079

無形固定資産 27,400 11,598

投資その他の資産

投資有価証券 914,409 1,018,413

その他 178,069 172,692

貸倒引当金 △52,156 △41,037

投資その他の資産合計 1,040,322 1,150,069

固定資産合計 5,537,587 5,746,746

資産合計 9,874,795 9,677,966

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,562,215 1,866,660

短期借入金 1,281,128 1,177,000

1年内返済予定の長期借入金 738,888 530,247

未払法人税等 20,063 30,981

賞与引当金 12,370 －

その他 501,678 539,720

流動負債合計 4,116,344 4,144,609

固定負債

長期借入金 1,243,362 979,722

退職給付引当金 263,967 251,929

役員退職慰労引当金 10,438 36,582

製品自主回収関連損失引当金 2,222 2,236

その他 748,080 824,562

固定負債合計 2,268,070 2,095,032

負債合計 6,384,415 6,239,642
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,998,456 2,998,456

利益剰余金 △29,894 △112,044

自己株式 △157,116 △157,092

株主資本合計 2,811,445 2,729,318

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 11,171 37,816

繰延ヘッジ損益 △3,956 －

土地再評価差額金 658,941 658,941

評価・換算差額等合計 666,156 696,757

少数株主持分 12,778 12,247

純資産合計 3,490,380 3,438,324

負債純資産合計 9,874,795 9,677,966
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
至 平成23年８月31日)

売上高 7,656,789 7,634,276

売上原価 6,063,689 6,097,097

売上総利益 1,593,100 1,537,179

販売費及び一般管理費 1,520,683 1,428,926

営業利益 72,417 108,252

営業外収益

受取利息 432 54

受取配当金 14,954 17,458

持分法による投資利益 － 2,732

仕入割引 11,804 10,535

保険解約返戻金 3,788 －

その他 5,887 4,408

営業外収益合計 36,868 35,189

営業外費用

支払利息 59,482 59,913

持分法による投資損失 6,245 －

その他 21,700 25,822

営業外費用合計 87,429 85,735

経常利益 21,856 57,706

特別利益

固定資産売却益 44 2,099

投資有価証券売却益 1,701 51,862

貸倒引当金戻入額 54,241 －

退職給付引当金戻入額 76,195 －

株式割当益 30,069 －

事業譲渡益 7,000 －

特別利益合計 169,252 53,962

特別損失

固定資産売却損 1,140 －

固定資産除却損 2,706 3,619

投資有価証券評価損 9,834 333

過年度預り保証金利息 3,697 －

事業構造改善費用 16,995 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,317

特別損失合計 34,373 13,270

税金等調整前四半期純利益 156,735 98,397

法人税、住民税及び事業税 15,970 15,706

法人税等調整額 － 10

法人税等合計 15,970 15,716

少数株主損益調整前四半期純利益 － 82,681

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4,548 530

四半期純利益 145,313 82,150
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 156,735 98,397

減価償却費 162,498 157,457

固定資産売却損益（△は益） 1,095 △2,099

固定資産除却損 2,706 3,619

株式割当益 △30,069 －

投資有価証券売却損益（△は益） △1,701 △51,862

投資有価証券評価損益（△は益） 9,834 333

貸倒引当金の増減額（△は減少） △54,104 15,839

賞与引当金の増減額（△は減少） － 12,370

受注工事損失引当金の増減額（△は減少） △36,471 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △110,560 △12,541

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △26,144

製品自主回収関連損失引当金の増減額（△は減
少）

△57 △14

受取利息及び受取配当金 △15,387 △17,513

支払利息 59,482 59,913

為替差損益（△は益） 9 0

持分法による投資損益（△は益） 6,245 △2,732

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,317

売上債権の増減額（△は増加） 630,526 132,722

たな卸資産の増減額（△は増加） 175,540 83,301

仕入債務の増減額（△は減少） △577,067 △295,475

未払消費税等の増減額（△は減少） 79,011 △9,840

その他の流動資産の増減額（△は増加） 34,544 17,448

その他の流動負債の増減額（△は減少） △62,210 △42,912

その他 △32,920 △39,667

小計 397,680 89,917

利息及び配当金の受取額 15,393 17,516

利息の支払額 △57,643 △60,098

法人税等の支払額 △22,149 △21,238

営業活動によるキャッシュ・フロー 333,281 26,096

㈱くろがね工作所（7997）　平成23年11月期　第３四半期決算短信

-8-



(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
至 平成23年８月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △15,900 △5,700

定期預金の払戻による収入 5,000 7,501

有形固定資産の取得による支出 △47,991 △20,144

有形固定資産の除却による支出 － △336

有形固定資産の売却による収入 656 2,100

無形固定資産の取得による支出 △6,647 △15,848

投資有価証券の取得による支出 △5,010 △5,200

投資有価証券の売却による収入 31,105 112,613

貸付けによる支出 △7,570 △3,712

貸付金の回収による収入 7,045 3,214

事業譲渡による収入 7,000 －

その他の支出 △2,762 △5,365

その他の収入 7,736 698

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,338 69,819

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 9,548,000 5,028,000

短期借入金の返済による支出 △9,433,000 △4,923,872

長期借入れによる収入 － 1,029,500

長期借入金の返済による支出 △403,360 △557,218

自己株式の取得による支出 △57 △23

その他の支出 △18,173 △23,495

財務活動によるキャッシュ・フロー △306,591 552,890

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △657 648,805

現金及び現金同等物の期首残高 695,822 620,178

現金及び現金同等物の四半期末残高 695,164 1,268,984

㈱くろがね工作所（7997）　平成23年11月期　第３四半期決算短信

-9-



該当事項はありません。  

  

前第３半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年８月31日） 

 
(注) １ 事業区分の方法 

連結会社の事業活動における製品の種類・販売市場及び生産形態等の類似性を勘案して区分しております。

２ 各事業区分の主要製品 

 
  

前第３半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年８月31日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。 

  

前第３半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年８月31日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

家具関連 
事業 
(千円)

建築付帯設備
機器事業 
(千円)

計
(千円)

消去又は 
全社(千円)

連結(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に
   対する売上高

5,191,914 2,464,875 7,656,789 ─ 7,656,789

 (2) セグメント間の内部
   売上高または振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 5,191,914 2,464,875 7,656,789 ─ 7,656,789

営業利益又は営業損失(△) △151,185 223,602 72,417 ─ 72,417

事業区分 主要製品

家具関連 
事業

事務用デスク・チェア、カウンター、テーブル、ファイルキャビネット、保管庫、

ロッカー等の収納家具、各種物品棚、各種間仕切、各種インテリア製品、分煙シス

テム、食堂・談話室家具、学習デスク・チェア、書棚等学習関連家具、書斎家具、

育児関連家具、カジュアル家具、ベッド他生活関連家具、その他家具関連製品等

建築付帯 
設備機器 
事業

クリーンルーム機器、エアハンドリングユニット、エア・ディフューザー、建具、

壁面収納家具、ペリカバー他内装建材設備、病院用建具・内装設備、サインシステ

ム等

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社は、製品・サービス別の製造販売体制のもと、取り扱う製品・サービスについて包括的な戦略を立

案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社は製造販売体制を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「家具関

連」及び「建築付帯設備機器」の２つを報告セグメントとしております。 

 「家具関連」は、オフィス家具、学習関連家具等の製造販売を行っております。「建築付帯設備機器」

は、建築付帯設備、クリーン機器他設備機器等の製造販売を行っております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日) 

 （単位：千円） 

 
(注) １ セグメント利益の調整額△167,106千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。な

お、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。  

【セグメント情報】

報告セグメント
調整額 
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額 
（注）２家具関連

建築付帯
設備機器

計

 売上高

  外部顧客への売上高 5,372,259 2,262,017 7,634,276 ─ 7,634,276

  セグメント間の内部
  売上高または振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 5,372,259 2,262,017 7,634,276 ─ 7,634,276

 セグメント利益 227,700 47,658 275,359 △167,106 108,252

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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